
生産性新聞生産性新聞

「

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

著

者

に

聞

く

埼

玉

県

生

産

性

本

部

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

未

来

を

選

択

す

る

会

議

」

共

同

代

表

対

談

詳

報

「

経

営

ア

カ

デ

ミ

ー

」

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

コ

ー

ス

参

加

者

に

聞

く

■ランクアップ認証（�組織）

あおき企画（埼玉県）

アライブメディケア（東京都）

安藤パラケミー（東京都）

ウチダシステムズ（東京都）

ＮＩＭ（兵庫県）

聖ルチア会 聖ルチア病院（福岡県）

ディーエスピー（埼玉県）

日本経営　介護福祉コンサルティ

ング部（大阪府）

ネットビジネスサポート（東京都）

北栄パイピング（石川県）

松田会グループ（宮城県）

マルサン（栃木県）

南町田ちいろば会（東京都）

ユーワークス（東京都）

■スタートアップ認証（�組織）

アンナアドバイザーズ（東京都）

板野機工（岡山県）

エクスウィルパートナーズ

（東京都）

エスオーシー（鹿児島県）

絹川商事（石川県）

勝榮会（東京都）

大商金山牧場（山形県）

でんきのサントップ（熊本県）

ハーベスト（広島県）

ハイテクス（石川県）

阪神特殊自動車（兵庫県）

フローラ（大阪府）

真多呂（東京都）

リングアンドリンク（埼玉県）

　

人

口

減

少

が

加

速

す

る

日

本

で

、

社

会

の

あ

り

方

を

問

い

直

す

動

き

が

始

ま

っ

て

い

る

。

昨

年

�

月

に

発

足

し

た

「

未

来

を

選

択

す

る

会

議

」

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

、

少

子

化

を

単

な

る

人

口

問

題

で

は

な

く

、

制

度

や

価

値

観

、

地

域

社

会

の

構

造

ま

で

含

め

た

総

合

課

題

と

し

て

捉

え

直

す

場

だ

。

共

同

代

表

の

増

田

寬

也

氏

（

日

本

生

産

性

本

部

副

会

長

／

野

村

総

合

研

究

所

顧

問

）

と

小

林

味

愛

氏

（

陽

と

人

代

表

取

締

役

）

が

２

月

�

日

に

対

談

し

、

危

機

感

の

共

有

を

超

え

た

「

ど

う

関

わ

り

、

ど

う

選

択

す

る

の

か

」

と

い

う

本

質

を

語

り

合

っ

た

。

（

２

面

に

詳

報

）

対談する「未来を選択する会議」共同代表の増田寬也氏（左）、

小林味愛氏＝ＮＯＲＩＹＡＭＡＭＯＴＯ氏撮影

■

社

会

規

範

の

構

造

転

換

を

　

「

未

来

を

選

択

す

る

会

議

」

は

、

少

子

化

・

人

口

減

少

を

統

計

上

の

変

化

と

し

て

で

は

な

く

、

社

会

の

設

計

思

想

そ

の

も

の

の

転

換

課

題

と

し

て

捉

え

る

た

め

に

立

ち

上

が

っ

た

。

増

田

氏

は

「

こ

れ

ま

で

の

議

論

は

平

均

値

や

財

政

規

模

な

ど

マ

ク

ロ

指

標

に

偏

り

が

ち

だ

っ

た

」

と

指

摘

す

る

。

そ

の

結

果

、

制

度

が

整

備

さ

か

い

れ

て

も

当

事

者

の

実

感

と

乖

離

す

る

状

況

が

生

ま

れ

て

き

た

と

い

う

。

　

人

口

問

題

は

単

線

的

な

処

方

箋

で

解

決

で

き

る

課

題

で

は

な

い

。

働

き

方

、

ジ

ェ

ン

ダ

ー

観

、

家

族

像

、

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

変

容

な

ど

、

生

活

実

態

と

複

雑

に

絡

み

合

っ

て

い

る

か

ら

だ

。

　

小

林

氏

も

、

政

府

が

提

示

す

る

理

想

的

と

さ

れ

る

「

ロ

ー

ル

モ

デ

ル

」

に

違

和

感

を

示

す

。

「

追

え

な

い

人

ほ

ど

苦

し

く

な

る

構

図

が

あ

る

」

と

語

り

、

個

々

の

多

様

な

生

き

方

に

目

を

向

け

る

必

要

性

を

強

調

し

た

。

■

対

話

を

各

地

に

広

げ

る

　

増

田

氏

は

今

後

の

柱

と

し

て

３

点

を

挙

げ

た

。

第

一

に

、

否

定

さ

れ

ず

に

語

れ

る

対

話

の

場

を

全

国

に

広

げ

る

こ

と

。

第

二

に

、

集

ま

っ

た

声

を

社

会

的

論

点

と

し

て

整

理

し

、

政

策

や

企

業

の

意

思

決

定

に

繋

げ

る

こ

と

だ

。

第

三

に

、

世

代

間

対

話

を

意

識

的

に

設

計

す

る

こ

と

。

情

報

環

境

が

激

変

し

、

人

工

知

能

や

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

に

よ

っ

て

見

る

情

報

が

偏

り

や

す

い

時

代

、

立

場

や

世

代

の

違

い

は

広

が

り

や

す

い

。

対

話

の

回

路

を

設

け

な

け

れ

ば

、

社

会

は

分

断

へ

傾

き

か

ね

な

い

。

若

い

世

代

や

女

性

の

声

を

ど

う

政

策

形

成

に

反

映

さ

せ

る

の

か

が

問

わ

れ

る

と

し

た

。

　

小

林

氏

は

「

そ

も

そ

も

聞

か

れ

る

場

が

少

な

い

」

と

述

べ

、

安

心

し

て

語

れ

る

土

台

づ

く

り

の

重

要

性

を

訴

え

た

。

上

か

ら

の

危

機

を

あ

お

る

論

調

や

「

予

算

を

確

保

し

た

」

と

す

る

行

政

の

説

明

だ

け

で

は

、

生

活

実

感

に

は

届

か

な

い

。

■

諦

め

の

空

気

を

超

え

て

　

対

談

で

共

有

さ

れ

た

の

は

、

社

会

に

漂

う

「

諦

め

」

の

感

覚

だ

っ

た

。

未

来

は

変

え

ら

れ

な

い

と

い

う

空

気

の

中

で

、

何

を

起

点

に

す

べ

き

か

。

結

論

は

派

手

な

ス

ロ

ー

ガ

ン

で

は

な

い

と

い

う

。

「

否

定

さ

れ

な

い

場

を

増

や

す

」

（

小

林

氏

）

地

道

な

実

践

だ

。

　

２

人

は

、

人

口

問

題

を

抽

象

的

な

政

策

論

か

ら

、

私

た

ち

の

日

々

の

暮

ら

し

の

実

感

へ

と

引

き

戻

す

こ

と

の

大

切

さ

を

語

っ

た

。

地

方

も

含

め

た

対

話

の

積

み

重

ね

こ

そ

が

、

市

民

一

人

ひ

と

り

が

主

体

で

あ

り

続

け

る

社

会

を

支

え

る

第

一

歩

に

な

る

。

そ

ん

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

伝

え

ら

れ

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

の

経

営

品

質

協

議

会

（

代

表

＝

泉

谷

直

木

・

ア

サ

ヒ

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

特

別

顧

問

）

の

経

営

デ

ザ

イ

ン

認

証

委

員

会

（

共

同

委

員

長

＝

渡

邉

光

一

郎

・

第

一

生

命

保

険

特

別

顧

問

、

山

下

良

則

・

リ

コ

ー

取

締

役

会

長

）

は

２

月

�

日

、

第

８

回

「

経

営

デ

ザ

イ

ン

認

証

」

組

織

を

発

表

し

た

。

今

回

は

過

去

最

多

と

な

る

�

組

織

（

「

ラ

ン

ク

ア

ッ

プ

認

証

」

�

組

織

と

「

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

認

証

」

�

組

織

）

が

認

証

さ

れ

た

。

　

同

認

証

は

、

経

営

品

質

協

議

会

が

２

０

１

８

年

度

に

創

設

し

た

制

度

で

、

組

織

の

あ

り

た

い

姿

や

変

革

課

題

等

を

「

経

営

の

設

計

図

」

に

描

き

、

明

確

化

し

て

い

る

と

認

め

ら

れ

た

組

織

を

認

証

し

、

年

１

回

、

発

表

し

て

い

る

。

　

「

ラ

ン

ク

ア

ッ

プ

認

証

」

で

は

、

「

あ

り

た

い

姿

」

の

達

成

に

向

け

て

、

「

戦

略

（

道

筋

）

」

「

組

織

能

力

」

「

顧

客

・

市

場

」

「

提

供

価

値

」

が

組

織

と

し

て

明

確

に

「

見

え

る

化

」

さ

れ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

た

組

織

を

認

証

し

て

い

る

。

ま

た

、

「

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

認

証

」

で

は

、

「

あ

り

た

い

姿

」

「

現

在

と

今

後

の

環

境

認

識

」

「

変

革

課

題

」

が

組

織

と

し

て

明

確

に

「

見

え

る

化

」

さ

れ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

た

組

織

を

認

証

し

て

い

る

。

　

今

回

の

「

ラ

ン

ク

ア

ッ

プ

認

証

」

「

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

認

証

」

の

認

証

組

織

は

表

の

通

り

。

経

営

デ

ザ

イ

ン

認

証

や

こ

れ

ま

で

の

認

証

組

織

に

つ

い

て

は

、

経

営

品

質

協

議

会

の

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

に

掲

載

し

て

い

る

。
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◇未来に向けた対話チーム

池本　修悟　若者支援全国ネットワー

ク協議会呼びかけ人

越智　未空　ｍａｎｍａ代表理事

小林　味愛　陽と人代表取締役

篠田真貴子　エール取締役

辻　　悠佑　東京大学協創プラットフ

ォーム開発マネージング

パートナー

西山　圭太　東京大学未来ビジョン

研究センター客員教授

【主査】

山本　　蓮　地方女子プロジェクト

代表

（�音順）

　

人

口

減

少

問

題

を

軸

に

社

会

の

あ

り

方

を

考

え

る

「

未

来

を

選

択

す

る

会

議

」

。

今

回

の

対

談

で

は

、

共

同

代

表

の

増

田

寬

也

氏

と

小

林

味

愛

氏

が

設

立

の

背

景

と

目

指

す

社

会

像

な

ど

を

語

り

合

っ

た

。

議

論

は

政

策

論

に

と

ど

ま

ら

ず

、

社

会

制

度

の

限

界

、

「

未

来

は

変

え

ら

れ

る

か

」

と

い

う

問

い

に

広

が

っ

た

。

「未来を選択する会議」

◇共同代表

秋池　玲子　ボストンコンサルティ

ンググループ

日本共同代表

小林　味愛　陽と人代表取締役

平井　伸治　鳥取県知事

増田　寬也　野村総合研究所顧問

三村　明夫　日本製鉄名誉会長

　　　　　　【議長】

芳野　友子　日本労働組合総連合会

（連合）会長

（�音順）

増田寬也氏＝同氏撮影

　東京都出身。建設官僚出身。岩手県知事三

期、新しい日本をつくる国民会議副代表、総務

大臣（第８・９代）、内閣府特命担当大臣（地

方分権改革）、日本創成会議座長、日本郵政取

締役兼代表執行役社長兼ＣＥＯなどを歴任、

野村総合研究所顧問、日本生産性本部副会長。

小林味愛氏＝ＮＯＲＩＹＡＭＡＭＯＴＯ氏撮影

　東京都立川市出身。３人の子育てをしなが

ら福島と立川の２拠点生活。大学卒業後、国

家公務員、コンサルティング会社を経て、福

島県国見町に陽と人設立。規格外農産物の流

通など未利用地域資源を活かして地域と都市

を繋ぐ様々な事業を展開。

　

小

林

氏

は

「

『

未

来

を

選

択

す

る

会

議

』

と

は

何

を

す

る

場

な

の

か

。

ま

だ

知

ら

な

い

人

の

ほ

う

が

多

い

」

と

切

り

出

し

た

。

　

増

田

氏

は

ま

ず

、

会

議

の

成

り

立

ち

に

つ

い

て

語

っ

た

。

「

底

流

に

あ

る

の

は

、

わ

が

国

の

人

口

問

題

。

少

子

化

が

世

界

の

な

か

で

も

ず

ぬ

け

て

進

ん

で

い

る

」

。

人

口

と

い

う

数

字

だ

け

で

な

く

、

そ

こ

か

ら

派

生

す

る

社

会

構

造

の

ゆ

が

み

ま

で

含

め

、

国

民

が

考

え

る

材

料

を

提

供

す

る

た

め

の

会

議

だ

と

し

た

。

　

立

ち

上

げ

に

当

た

っ

て

は

、

会

議

体

が

「

男

性

中

心

・

高

齢

者

中

心

」

に

な

り

が

ち

な

難

し

さ

も

直

視

し

た

。

「

そ

う

し

た

人

間

だ

け

で

議

論

し

て

、

良

い

成

果

が

出

る

の

か

」

。

そ

こ

で

世

代

や

立

場

を

広

げ

る

工

夫

と

し

て

、

経

営

者

、

労

働

界

、

学

識

者

、

地

方

の

担

い

手

な

ど

約

１

０

０

人

規

模

の

発

起

人

で

ス

タ

ー

ト

し

た

。

　

増

田

氏

は

「

政

策

の

場

は

男

性

や

高

齢

層

に

偏

り

が

ち

で

、

多

様

な

意

見

や

実

感

が

反

映

さ

れ

に

く

い

。

そ

こ

で

立

場

や

世

代

を

意

図

的

に

交

差

さ

せ

た

構

成

に

し

た

。

レ

ポ

ー

ト

を

出

し

て

終

わ

る

の

で

は

な

く

、

社

会

の

中

に

入

り

込

む

活

動

で

あ

り

た

い

」

と

話

す

。

　

若

い

世

代

を

中

心

と

す

る

「

未

来

に

向

け

た

対

話

チ

ー

ム

」

も

作

っ

た

。

■

危

機

を

示

す

だ

け

で

は

社

会

は

動

か

な

い

　

増

田

氏

は

２

０

１

４

年

に

、

「

地

方

消

滅

」

（

中

公

新

書

）

を

刊

行

し

、

大

き

な

議

論

を

呼

ん

だ

。

将

来

的

に

若

年

女

性

人

口

が

大

幅

に

減

少

す

る

「

消

滅

可

能

性

自

治

体

」

を

具

体

名

で

示

し

た

も

の

だ

。

「

日

本

全

体

の

数

字

で

は

実

感

し

に

く

い

。

だ

か

ら

市

区

町

村

単

位

ま

で

落

と

し

込

ん

だ

。

起

き

る

こ

と

を

具

体

的

に

示

さ

な

け

れ

ば

備

え

ら

れ

な

い

」

。

名

指

し

さ

れ

た

自

治

体

か

ら

は

強

い

反

発

も

あ

っ

た

が

、

「

議

論

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

」

と

受

け

止

め

る

声

も

あ

っ

た

と

い

う

。

将

来

設

計

を

可

視

化

し

、

現

実

を

直

視

す

る

議

論

の

土

台

を

作

っ

た

。

　

そ

れ

か

ら

�

年

。

地

方

創

生

政

策

は

続

い

て

き

た

が

、

人

口

減

少

の

流

れ

は

止

ま

っ

て

い

な

い

。

　

「

政

策

が

十

分

に

届

か

な

か

っ

た

現

実

を

踏

ま

え

、

次

の

段

階

に

進

む

必

要

が

あ

る

と

考

え

た

」

と

増

田

氏

。

会

議

名

の

「

未

来

を

選

択

す

る

」

も

議

論

を

呼

ん

だ

と

明

か

す

。

　

「

誰

が

未

来

を

選

択

す

る

の

か

。

本

当

に

可

能

な

の

か

」

。

そ

れ

で

も

「

ま

ず

立

ち

上

げ

る

こ

と

が

重

要

」

と

し

て

一

歩

を

踏

み

出

し

た

。

会

議

名

に

込

め

た

「

選

択

」

と

い

う

言

葉

に

は

、

「

未

来

は

誰

か

が

決

め

る

も

の

で

は

な

い

」

と

い

う

思

い

が

あ

る

と

し

た

。

一

方

、

危

機

を

示

す

だ

け

で

は

社

会

は

動

か

な

い

。

未

来

は

私

た

ち

が

選

び

続

け

る

も

の

だ

と

の

見

方

を

示

し

た

。

■

「

希

望

の

実

感

」

の

違

い

　

小

林

氏

は

、

成

長

期

を

知

ら

な

い

世

代

と

し

て

「

希

望

の

実

感

」

の

違

い

を

問

う

。

「

未

来

は

選

択

し

得

る

と

自

信

を

持

っ

て

言

え

な

い

自

分

も

い

る

。

立

場

か

ら

離

れ

一

個

人

と

し

て

考

え

た

と

き

、

本

当

に

未

来

に

希

望

を

持

て

て

い

る

の

か

。

自

分

の

中

に

無

力

感

が

広

が

っ

て

い

る

感

覚

も

あ

る

」

。

　

こ

れ

に

対

し

て

増

田

氏

は

「

理

想

を

込

め

た

名

称

で

あ

る

こ

と

は

確

か

だ

」

と

し

つ

つ

、

「

大

事

な

の

は

白

紙

委

任

を

し

な

い

姿

勢

だ

」

と

応

じ

た

。

「

誰

か

に

任

せ

き

り

に

す

れ

ば

、

誤

っ

た

方

向

に

進

ん

で

も

止

め

ら

れ

な

い

。

未

来

を

選

ぶ

の

は

社

会

の

集

合

体

だ

が

、

放

り

投

げ

な

い

意

思

が

必

要

だ

」

■

若

い

世

代

と

の

対

話

が

重

要

　

議

論

は

若

い

世

代

と

の

対

話

の

重

要

性

に

も

及

ん

だ

。

　

小

林

氏

は

「

人

口

問

題

は

制

度

設

計

の

話

に

見

え

る

が

、

本

質

は

一

人

ひ

と

り

の

暮

ら

し

だ

」

と

指

摘

し

た

。

増

田

氏

も

同

意

す

る

。

「

平

均

値

で

政

策

を

つ

く

る

と

実

感

か

ら

離

れ

る

。

少

子

化

は

子

育

て

支

援

だ

け

で

な

く

、

働

き

方

や

ジ

ェ

ン

ダ

ー

、

都

市

と

地

方

の

格

差

の

問

題

に

広

が

る

」

。

こ

の

�

年

で

、

「

上

か

ら

危

機

を

語

る

だ

け

で

は

届

か

な

い

」

と

い

う

感

覚

が

強

ま

っ

た

と

い

う

。

　

増

田

氏

は

、

こ

れ

ま

で

の

経

験

か

ら

、

「

若

手

が

意

見

を

言

え

る

仕

組

み

は

あ

る

が

、

意

思

決

定

層

ま

で

に

は

な

か

な

か

届

か

な

い

」

と

話

す

。

「

肩

書

き

が

あ

る

限

り

、

同

じ

目

線

と

言

っ

て

も

圧

に

な

る

。

声

を

拾

い

、

形

に

落

と

し

込

む

の

が

最

も

難

し

い

」

と

語

っ

た

。

　

�

歳

で

選

挙

権

を

持

つ

時

代

だ

。

若

い

世

代

と

対

話

で

き

な

け

れ

ば

社

会

は

立

ち

行

か

な

い

。

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

時

代

に

『

知

ら

し

む

べ

か

ら

ず

』

は

通

用

し

な

い

。

情

報

の

海

に

飛

び

込

み

、

向

き

合

う

し

か

な

い

」

■

地

方

の

閉

塞

感

を

ど

う

破

る

か

　

話

題

は

地

方

の

閉

塞

感

へ

移

っ

た

。

増

田

氏

は

「

地

方

で

は

言

い

づ

ら

い

本

音

が

あ

る

」

と

語

る

。

結

婚

や

出

産

を

巡

る

空

気

、

価

値

観

へ

の

同

調

圧

力

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

発

信

で

き

て

も

、

社

会

を

動

か

す

力

に

は

な

り

に

く

い

と

い

う

。

　

小

林

氏

は

「

地

方

に

は

閉

塞

感

が

あ

る

の

は

事

実

。

だ

か

ら

こ

そ

否

定

さ

れ

ず

に

話

せ

る

場

を

つ

く

り

た

い

」

と

応

じ

た

。

増

田

氏

も

「

聞

か

れ

な

け

れ

ば

意

見

は

形

に

な

ら

な

い

。

ま

ず

話

す

場

が

必

要

だ

。

東

京

だ

け

で

な

く

地

方

に

も

裾

野

を

広

げ

た

い

」

と

強

調

し

た

。

　

対

談

を

通

じ

て

浮

か

び

上

が

っ

た

の

は

、

人

口

減

少

と

い

う

現

実

を

前

に

し

て

も

「

関

わ

り

方

」

は

選

べ

る

と

い

う

視

点

だ

。

答

え

は

一

つ

で

は

な

い

。

だ

が

、

「

誰

か

に

任

せ

き

り

に

せ

ず

、

声

を

上

げ

ら

れ

る

土

台

を

広

げ

る

こ

と

。

そ

れ

が

未

来

を

選

ぶ

第

一

歩

に

な

る

」

（

増

田

氏

）

。

さ

ら

に

、

日

本

社

会

は

、

制

度

設

計

だ

け

で

な

く

、

市

民

の

参

加

の

質

が

問

わ

れ

て

お

り

、

危

機

を

示

す

だ

け

で

な

く

、

「

対

話

を

積

み

重

ね

る

」

（

小

林

氏

）

こ

と

。

そ

の

姿

勢

こ

そ

が

次

の

�

年

を

形

づ

く

る

と

し

た

。
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栗本商事

　栗本鐵工所の系列販売会社である栗本商事

は、２０１６年に現社長が就任し、社内に漂ってい

る閉塞感を打破するため、「心理的安全性」の

ある職場づくりを始めた。経営陣が会社のミッ

ションを再確認し、全社員にその意義を丁寧に

伝えることで、「当社の事業は社会や産業のイ

ンフラを支えている」という高い社会貢献意識

が社内に浸透し、社内外の課題に対して前向き

に取り組む風土が根付き始めた。

　同社は「ワンストップ・サービス」を柱に、

新たに「トータルコーディネート・サービス」

を導入するなど、より高い顧客価値の提供を探

求し続けている。

　人間力あふれる活気ある組織風土を基盤とし

た経営の進化は、他社が模倣しにくい独自の価

値提供につながっており変革実践サイクルが有

効に回っている。こうした変革活動の成果が、

顧客満足、社員満足、財務の成果に表れている。

トヨタモビリティパーツ

大阪支社・和歌山支社

　トヨタモビリティパーツ大阪支社・和歌山支

社は１９６８年に「トヨタ部品大阪共販」として設立

された。自動車販売が激化した当時に部品事業

を集約し、トヨタ純正部品の販売拡大と正確・

迅速な部品供給を使命に事業を展開してきた。

　変革を進める上で経営幹部が率先してリーダ

ーシップを発揮して、挑戦・改善・顧客志向を

重視する組織風土への転換が図られている。こ

こ３年は離職率も１％前後と低水準で推移して

おり、若手社員の定着や賃金水準の上昇など、

良好な労使関係も実現している。２０２５年度に初

めて申請した関西経営品質賞で「ゴールド」を

受賞した。

　社員のキャリア支援や研修の仕組みを整え、

心理的な安全性と挑戦を両立させた組織風土づ

くりを進めている。また、顧客起点による自主

開発商品「ＴＺ」の全国展開や、顧客の課題解

決を支える様々なシステムの構築など、具体的

な成果として「顧客価値経営」の実践として評

価でき、変革活動の成果が出始めている。

　

関

西

生

産

性

本

部

の

関

西

経

営

品

質

賞

委

員

会

は

２

月

２

日

、

２

０

２

５

年

度

の

関

西

経

営

品

質

賞

「

ゴ

ー

ル

ド

」

を

栗

本

商

事

（

大

阪

市

）

と

ト

ヨ

タ

モ

ビ

リ

テ

ィ

パ

ー

ツ

大

阪

支

社

・

和

歌

山

支

社

（

大

阪

府

寝

屋

川

市

）

の

２

組

織

に

決

定

し

た

。

関

西

経

営

品

質

賞

の

「

関

西

経

営

デ

ザ

イ

ン

認

証

」

組

織

に

は

岡

村

税

理

士

事

務

所

（

神

戸

市

）

と

伍

魚

福

（

神

戸

市

）

の

２

組

織

を

認

証

し

た

。

表

彰

式

は

４

月

�

日

に

開

催

さ

れ

る

「

関

西

生

産

性

大

会

２

０

２

６

」

で

行

わ

れ

る

。

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

２

月

�

日

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

測

定

指

標

・

公

開

記

念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

組

織

に

お

け

る

個

人

と

組

織

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

〝

見

え

る

化

〟

す

る

」

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

　

「

Ｏ

Ｗ

Ｉ

」

は

、

職

場

（

チ

ー

ム

）

に

お

け

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

、

「

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

感

情

」

「

信

頼

」

「

目

標

・

達

成

感

の

共

有

」

の

三

つ

の

観

点

か

ら

捉

え

る

尺

度

を

開

発

し

、

「

職

場

で

の

相

互

信

頼

」

「

チ

ー

ム

の

雰

囲

気

」

な

ど

、

従

来

は

把

握

し

づ

ら

か

っ

た

職

場

レ

ベ

ル

の

状

態

を

定

量

的

に

比

較

・

評

価

す

る

こ

と

を

可

能

と

し

た

。

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

「

個

人

の

状

態

」

だ

け

で

な

く

、

「

職

場

（

チ

ー

ム

）

」

や

「

組

織

の

施

策

」

も

含

め

多

層

構

造

で

捉

え

、

そ

の

相

互

作

用

を

確

認

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

従

業

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

高

め

る

た

め

に

組

織

と

し

て

整

備

・

運

用

し

て

い

る

制

度

や

施

策

を

包

括

的

に

整

理

し

、

組

織

レ

ベ

ル

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

状

況

を

把

握

で

き

る

項

目

を

作

成

し

た

。

　

指

標

開

発

で

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

施

策

が

充

実

し

て

い

る

組

織

ほ

ど

、

職

場

（

チ

ー

ム

）

レ

ベ

ル

・

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

と

業

績

目

標

の

達

成

と

の

関

連

が

強

ま

る

傾

向

が

確

認

さ

れ

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

成

果

に

ど

う

つ

な

が

る

の

か

」

と

い

う

経

営

層

の

関

心

に

対

し

、

デ

ー

タ

に

も

と

づ

く

説

明

が

可

能

と

な

っ

た

。

　

同

指

標

は

組

織

が

自

由

に

利

用

で

き

る

形

で

無

料

公

開

さ

れ

、

組

織

ご

と

に

従

業

員

が

匿

名

で

回

答

で

き

る

ア

ン

ケ

ー

ト

環

境

も

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

よ

り

提

供

す

る

。

利

用

組

織

に

は

任

意

で

匿

名

デ

ー

タ

の

提

供

を

依

頼

し

、

経

年

変

化

や

属

性

別

の

分

析

に

資

す

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

・

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

の

構

築

を

進

め

る

。

　

冒

頭

、

本

間

友

貴

・

日

本

生

産

性

本

部

Ｉ

Ｃ

Ｔ

・

ヘ

ル

ス

ケ

ア

推

進

部

主

任

研

究

員

は

、

フ

ォ

ー

ラ

ム

で

、

組

織

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

測

定

す

る

新

た

な

指

標

「

Ｏ

Ｗ

Ｉ

（

Ｏ

ｒ

ｇ

ａ

ｎ

ｉ

ｚ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

ａ

ｌ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｋ

ｐ

ｌ

ａ

ｃ

ｅ

Ｉ

ｎ

ｄ

ｉ

ｖ

ｉ

ｄ

ｕ

ａ

ｌ

）

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

・

サ

ー

ベ

イ

」

を

開

発

し

、

今

年

１

月

に

公

開

し

た

こ

と

や

、

同

指

標

は

、

組

織

に

お

け

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

の

推

進

を

目

的

に

、

個

人

・

職

場

・

組

織

施

策

の

各

階

層

に

お

け

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

測

定

を

可

能

と

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

次

い

で

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

概

念

・

指

標

分

科

会

」

主

査

と

し

て

指

標

の

開

発

を

進

め

た

池

田

浩

・

九

州

大

学

大

学

院

人

間

環

境

学

研

究

院

准

教

授

が

、

指

標

開

発

の

経

緯

と

測

定

の

枠

組

み

に

つ

い

て

報

告

し

た

。

　

池

田

氏

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

個

人

の

活

力

・

チ

ー

ム

の

協

働

・

組

織

の

成

果

を

生

み

出

す

た

め

の

基

盤

で

あ

り

、

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

考

え

る

「

職

場

に

お

け

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

状

態

」

と

は

、

職

場

（

チ

ー

ム

）

に

お

い

て

、

課

題

に

取

り

組

む

目

的

や

、

そ

れ

に

関

わ

る

目

標

が

共

有

さ

れ

て

い

る

こ

と

、

職

場

で

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

感

情

（

ム

ー

ド

）

が

共

有

さ

れ

、

信

頼

関

係

が

醸

成

さ

れ

て

い

る

こ

と

、

さ

ら

に

職

場

の

メ

ン

バ

ー

が

イ

キ

イ

キ

と

課

題

に

取

り

組

み

、

そ

の

結

果

と

し

て

、

職

場

（

チ

ー

ム

）

全

体

で

達

成

感

を

共

有

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

指

標

開

発

の

た

め

の

各

種

調

査

の

結

果

か

ら

、

個

人

と

職

場

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

高

い

相

関

を

示

し

て

い

る

こ

と

や

、

組

織

や

職

場

の

業

績

に

は

、

「

職

場

レ

ベ

ル

の

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

感

情

の

共

有

」

が

強

い

効

果

を

持

つ

こ

と

、

職

場

レ

ベ

ル

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

共

有

が

業

績

に

及

ぼ

す

強

い

効

果

は

「

組

織

レ

ベ

ル

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

施

策

・

制

度

」

が

豊

富

に

存

在

す

る

環

境

で

こ

そ

実

現

す

る

こ

と

、

「

こ

の

制

度

が

な

け

れ

ば

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

高

ま

ら

な

い

」

と

い

う

絶

対

条

件

は

存

在

し

な

い

こ

と

が

言

え

る

と

指

摘

。

個

人

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

に

と

っ

て

は

「

安

心

し

て

働

け

る

基

盤

」

と

「

上

司

と

の

関

係

性

を

通

じ

た

意

味

づ

け

」

が

中

心

的

役

割

を

果

た

し

て

お

り

、

職

場

レ

ベ

ル

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

「

個

人

の

安

心

」

だ

け

で

な

く

、

「

集

団

と

し

て

の

調

整

・

発

言

・

柔

軟

性

」

が

強

く

効

果

を

持

つ

と

述

べ

た

。

　

森

永

雄

太

・

早

稲

田

大

学

グ

ロ

ー

バ

ル

エ

デ

ュ

ケ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

教

授

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

制

度

・

施

策

の

「

認

知

や

浸

透

」

の

重

要

性

に

つ

い

て

講

演

し

た

。

　

森

永

氏

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

施

策

の

課

題

の

一

つ

と

し

て

、

施

策

が

「

絵

に

描

い

た

餅

」

に

な

っ

て

い

な

い

か

と

い

う

こ

と

を

挙

げ

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

を

実

践

す

る

た

め

に

は

施

策

を

浸

透

さ

せ

る

た

め

の

「

横

の

糸

」

（

施

策

同

士

が

連

携

し

て

い

る

こ

と

）

と

「

縦

の

糸

」

（

組

織

の

異

な

る

階

層

に

所

属

す

る

人

々

が

連

携

し

て

い

る

こ

と

）

の

視

点

が

重

要

だ

と

指

摘

し

た

。

　

ま

た

、

「

横

の

糸

（

意

図

）

」

を

紡

ぐ

ポ

イ

ン

ト

と

し

て

は

、

「

弁

別

性

（

わ

か

り

や

す

く

）

」

「

一

貫

性

（

矛

盾

な

く

）

」

「

合

意

性

（

み

ん

な

が

同

じ

）

」

の

三

つ

が

大

切

で

あ

り

、

縦

と

横

の

糸

（

意

図

）

を

上

手

に

織

り

込

む

こ

と

が

「

強

い

」

実

践

に

つ

な

が

る

と

説

明

し

た

。

　

そ

の

後

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

測

定

し

、

い

か

に

活

用

す

る

か

」

を

テ

ー

マ

と

す

る

パ

ネ

ル

討

議

が

行

わ

れ

た

。
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著者に
　

商

品

の

店

頭

価

格

が

上

が

り

、

消

費

者

は

物

価

高

（

価

格

転

嫁

）

を

痛

感

す

る

毎

日

。

こ

の

企

業

と

一

般

消

費

者

取

引

（

Ｂ

２

Ｃ

）

に

対

し

、

企

業

間

取

引

（

Ｂ

２

Ｂ

）

に

お

け

る

価

格

転

嫁

は

ま

だ

ま

だ

過

渡

期

だ

。

本

書

で

は

、

「

売

る

方

」

と

「

買

う

方

」

双

方

に

価

格

転

嫁

の

処

方

箋

を

示

す

。

主

著

者

の

藤

本

忠

司

・

日

本

生

産

性

本

部

主

席

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

は

、

持

続

可

能

性

の

観

点

か

ら

、

強

い

調

達

企

業

が

、

強

い

サ

プ

ラ

イ

ヤ

と

互

い

に

切

磋

琢

磨

に

よ

り

栄

え

て

い

き

、

成

長

す

る

「

強

存

競

栄

」

の

関

係

性

を

強

調

す

る

。

書籍担当編集者からの一言

　本書は、価格転嫁に悩むすべてのＢ２Ｂ企業にと

って、まさに“実務の道標”となる一冊。営業と調

達という、現場の最前線を知る主著者だからこそ語

れるリアルな打開策がまとめられている。単なる理

論や一般論ではなく、応用できる具体策が凝縮され

ており、「価格転嫁」の仕組みづくりに本気で取り

組む企業には必ず役立つ書だ。 （古尾谷　徹）

ふじもと・ただし　半導体メー

カ勤務後、国内外の大手・中堅

企業を中心に、経営改革やもの

づくり改革、サプライチェーン

改革、価格転嫁対応などで１５００

プロジェクト以上をコンサルテ

ィング。コンサルティングの２

大方針は「やることをしっかり

決める」「決めたらやり切る」。

『中堅・中小企業トップのため

の経営改善マニュアル』『製造

業のコストダウン戦術』など著

書多数。

■

会

社

は

価

格

転

嫁

に

不

慣

れ

　

「

こ

こ

２

～

３

年

、

価

格

転

嫁

に

関

す

る

依

頼

が

多

い

。

Ｂ

２

Ｂ

で

は

、

こ

れ

ま

で

�

年

間

価

格

が

な

か

な

か

上

が

ら

な

か

っ

た

。

そ

の

た

め

価

格

転

嫁

に

慣

れ

て

い

る

会

社

が

少

な

い

。

ト

ッ

プ

も

営

業

も

調

達

側

も

慣

れ

て

い

な

い

。

そ

の

中

で

共

通

項

と

し

て

困

っ

て

い

る

こ

と

、

そ

の

上

で

処

方

箋

を

整

理

し

よ

う

と

思

っ

た

」

　

藤

本

氏

は

、

執

筆

動

機

を

こ

の

よ

う

に

話

す

。

本

書

は

、

「

Ｂ

２

Ｂ

」

の

価

格

転

嫁

に

焦

点

を

当

て

て

い

る

の

が

最

大

の

特

徴

。

「

Ｂ

２

Ｂ

」

は

継

続

的

取

引

が

基

本

で

、

営

業

も

調

達

も

専

門

的

知

識

を

持

ち

、

「

売

る

プ

ロ

」

と

「

買

う

プ

ロ

」

の

「

条

件

闘

争

」

と

い

う

。

　

本

書

で

想

定

す

る

企

業

規

模

は

、

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

実

施

す

る

上

で

の

ボ

リ

ュ

ー

ム

ゾ

ー

ン

と

な

る

メ

ー

カ

及

び

商

社

の

中

小

／

中

堅

企

業

。

従

業

員

規

模

は

、

製

造

業

２

０

０

～

３

０

０

人

、

商

社

・

卸

�

～

１

０

０

人

を

基

準

に

執

筆

。

こ

れ

以

上

・

以

下

の

規

模

で

も

使

え

る

内

容

に

し

て

お

り

、

「

自

社

の

営

業

戦

術

／

調

達

戦

略

再

構

築

の

た

め

に

『

良

い

と

こ

取

り

』

の

実

務

書

と

し

て

使

っ

て

も

ら

え

れ

ば

」

と

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

職

層

で

は

経

営

幹

部

や

実

務

・

管

理

ラ

イ

ン

の

社

員

を

想

定

。

「

特

に

経

営

ト

ッ

プ

に

読

ん

で

ほ

し

い

」

と

藤

本

氏

。

■

「

違

い

」

で

は

な

く

「

共

通

点

」

に

着

目

　

本

書

は

、

「

Ｂ

２

Ｂ

『

価

格

転

嫁

』

の

質

的

変

化

」

「

Ｂ

２

Ｂ

『

価

格

決

定

』

メ

カ

ニ

ズ

ム

」

「

Ｂ

２

Ｂ

『

営

業

価

格

転

嫁

』

」

「

Ｂ

２

Ｂ

『

調

達

価

格

転

嫁

』

」

の

４

章

と

、

「

『

調

達

目

線

』

で

学

ぶ

Ｂ

２

Ｂ

『

個

別

受

注

型

を

中

心

と

し

た

価

格

転

嫁

対

応

例

』

」

の

全

５

章

で

構

成

（

第

５

章

は

福

田

哲

也

氏

執

筆

）

。

　

価

格

転

嫁

の

基

礎

的

内

容

を

ま

と

め

た

の

が

第

１

章

と

第

２

章

だ

。

こ

れ

ま

で

は

長

期

デ

フ

レ

経

済

の

下

、

「

歯

を

食

い

し

ば

り

な

が

ら

の

価

格

競

争

」

が

常

態

化

。

企

業

努

力

に

よ

り

、

価

格

は

「

下

が

る

（

下

げ

る

）

も

の

」

と

い

う

固

定

概

念

が

あ

っ

た

。

　

と

こ

ろ

が

円

安

等

に

よ

る

材

料

費

高

騰

、

最

低

賃

金

の

上

昇

、

人

手

不

足

に

よ

る

防

衛

的

賃

上

げ

、

さ

ら

に

は

物

流

費

の

高

騰

、

電

力

料

金

ア

ッ

プ

な

ど

か

ら

、

い

ま

や

自

社

も

サ

プ

ラ

イ

ヤ

も

価

格

転

嫁

で

き

な

い

と

経

営

で

き

な

い

状

況

だ

。

　

そ

れ

で

も

Ｂ

２

Ｂ

の

「

営

業

」

と

「

調

達

」

の

間

は

、

「

総

論

賛

成

／

各

論

反

対

」

が

実

態

。

「

営

業

」

は

▽

説

得

力

の

あ

る

根

拠

資

料

作

成

ス

キ

ル

欠

如

／

価

格

転

嫁

吸

収

代

替

案

提

案

力

不

足

▽

転

注

（

顧

客

よ

り

発

注

先

を

変

え

ら

れ

る

こ

と

）

リ

ス

ク

／

関

係

悪

化

リ

ス

ク

の

恐

怖

▽

顧

客

か

ら

の

報

復

リ

ス

ク

危

惧

―

―

な

ど

、

「

調

達

」

は

▽

「

価

格

査

定

ス

キ

ル

欠

如

」

に

よ

る

相

見

積

も

り

負

荷

大

▽

販

売

先

競

合

対

応

の

た

め

の

社

内

コ

ス

ト

ダ

ウ

ン

方

針

▽

便

乗

値

上

げ

へ

の

警

戒

―

―

な

ど

立

場

の

違

い

が

あ

る

の

だ

。

　

藤

本

氏

は

、

ど

ん

な

情

報

で

も

「

我

が

社

は

特

殊

だ

か

ら

使

え

な

い

／

合

わ

な

い

」

と

「

違

い

」

に

反

応

す

る

ト

ッ

プ

に

は

学

び

も

成

長

も

な

い

、

と

強

調

す

る

。

一

方

、

成

功

し

て

い

る

企

業

は

ト

ッ

プ

主

導

で

「

こ

こ

は

使

え

る

か

も

知

れ

な

い

」

と

自

社

に

当

て

は

め

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

る

。

「

違

い

」

で

は

な

く

「

共

通

点

」

に

着

目

し

て

い

る

の

だ

。

そ

し

て

、

次

の

言

葉

を

念

頭

に

価

格

転

嫁

の

進

め

方

を

検

討

し

て

ほ

し

い

と

い

う

。

　

「

や

り

方

を

変

え

ず

、

同

じ

こ

と

を

や

っ

て

『

違

う

結

果

』

を

期

待

す

る

の

は

、

時

間

の

ム

ダ

」

　

「

制

約

条

件

が

あ

る

と

チ

ャ

ン

ス

」

と

も

指

摘

す

る

。

定

義

／

ル

ー

ル

／

制

約

条

件

な

ど

を

見

直

す

こ

と

で

ム

ダ

な

コ

ス

ト

が

顕

在

化

。

実

務

を

熟

知

す

る

意

思

決

定

者

と

ト

ッ

プ

が

参

加

し

て

活

動

す

る

と

、

「

ム

ダ

な

内

容

が

『

雨

後

の

筍

』

の

よ

う

に

出

て

き

た

実

績

が

あ

る

」

と

記

す

。

■

最

適

な

「

価

格

転

嫁

」

を

　

「

経

営

の

死

命

を

制

す

る

の

は

値

決

め

で

す

」

と

い

う

稲

盛

和

夫

氏

（

京

セ

ラ

創

業

者

）

の

名

言

を

紹

介

。

「

適

正

な

『

販

売

価

格

』

設

定

は

経

営

そ

の

も

の

」

で

あ

り

、

「

厳

し

い

価

格

競

争

の

中

で

『

販

売

価

格

』

を

営

業

部

門

任

せ

に

し

て

い

る

の

で

は

経

営

を

し

て

い

る

と

い

え

ま

せ

ん

」

と

解

説

す

る

。

　

「

商

い

」

と

は

、

「

顧

客

に

喜

ん

で

も

ら

え

る

商

品

で

あ

る

こ

と

」

「

販

売

価

格

に

見

合

う

利

益

（

付

加

価

値

）

を

確

保

す

る

こ

と

」

で

あ

り

、

「

販

売

先

や

サ

プ

ラ

イ

ヤ

に

持

続

可

能

性

が

担

保

で

き

な

い

取

引

は

長

続

き

し

ま

せ

ん

」

と

説

明

。

藤

本

氏

は

「

価

格

転

嫁

の

成

功

は

『

値

上

げ

』

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

両

社

に

と

っ

て

重

要

顧

客

で

あ

れ

ば

継

続

受

注

し

て

付

加

価

値

の

確

保

で

す

。

顧

客

が

市

場

か

ら

排

除

さ

れ

て

し

ま

う

と

『

値

上

げ

』

は

失

敗

で

す

」

と

話

す

。

■

「

供

給

者

責

任

」

を

再

定

義

　

第

３

章

・

第

４

章

は

、

「

営

業

」

「

調

達

」

の

価

格

転

嫁

の

実

務

。

現

状

把

握

か

ら

対

象

設

定

、

顧

客

別

戦

術

設

定

、

顧

客

課

題

解

決

を

通

じ

た

経

営

改

革

に

つ

い

て

、

失

敗

事

例

や

価

格

改

定

要

望

書

の

記

入

項

目

、

折

衝

の

た

め

の

事

前

準

備

な

ど

、

「

価

格

転

嫁

」

の

手

法

を

極

め

て

詳

細

に

解

説

す

る

。

　

「

こ

れ

ま

で

は

赤

字

で

も

供

給

者

責

任

が

あ

る

か

ら

と

、

価

格

ダ

ウ

ン

を

要

請

し

、

サ

プ

ラ

イ

ヤ

も

甘

受

し

て

き

た

」

と

い

う

。

そ

れ

が

今

で

は

「

持

続

可

能

性

を

担

保

し

、

安

定

的

な

供

給

を

す

る

た

め

に

、

サ

プ

ラ

イ

ヤ

が

『

適

正

利

益

』

を

確

保

で

き

る

と

い

う

考

え

方

」

に

供

給

者

責

任

と

い

う

言

葉

は

再

定

義

。

藤

本

氏

は

「

『

価

格

転

嫁

』

と

は

、

自

助

努

力

で

ど

う

し

よ

う

も

な

い

コ

ス

ト

の

持

ち

出

し

を

、

適

正

に

価

格

に

反

映

さ

せ

る

こ

と

」

と

断

言

す

る

。

　

Ｂ

２

Ｂ

の

価

格

転

嫁

は

待

っ

た

な

し

の

状

況

。

二

の

足

を

踏

む

経

営

者

の

背

中

を

押

し

、

知

恵

を

授

け

て

く

れ

る

書

だ

。

（

＊

本

書

で

は

工

学

系

表

記

を

採

用

）
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メンタル対策の転換を語る

中野博之研究統括

　

日

本

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

東

京

・

平

河

町

で

会

員

月

例

研

究

会

を

開

き

、

企

業

に

お

け

る

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

現

状

と

今

後

の

方

向

性

に

つ

い

て

報

告

し

た

（

＝

写

真

）

。

政

府

統

計

や

最

新

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

を

踏

ま

え

、

従

来

の

「

不

調

者

対

応

」

中

心

の

対

策

か

ら

、

職

場

の

状

態

そ

の

も

の

を

整

え

る

ア

プ

ロ

ー

チ

へ

の

転

換

が

提

起

さ

れ

た

。

　

研

究

会

で

は

、

同

本

部

Ｉ

Ｃ

Ｔ

・

ヘ

ル

ス

ケ

ア

推

進

部

課

長

で

メ

ン

タ

ル

・

ヘ

ル

ス

研

究

所

の

中

野

博

之

研

究

統

括

が

、

「

従

業

員

も

組

織

も

満

た

さ

れ

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

を

見

据

え

て

」

と

題

し

て

講

演

し

た

。

　

中

野

氏

は

、

精

神

障

害

に

よ

る

労

災

請

求

件

数

が

増

加

傾

向

に

あ

り

、

強

い

ス

ト

レ

ス

を

感

じ

て

い

る

労

働

者

が

約

７

割

に

達

し

て

い

る

と

の

政

府

統

計

を

紹

介

。

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

や

長

時

間

労

働

者

面

談

な

ど

の

施

策

は

多

く

の

企

業

で

実

施

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

「

心

の

病

」

が

減

少

し

て

い

る

と

は

言

え

な

い

状

況

が

続

い

て

い

る

と

指

摘

し

た

。

　

２

０

２

５

年

実

施

の

第

�

回

「

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

取

組

に

関

す

る

企

業

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

」

で

は

、

直

近

３

年

間

で

「

心

の

病

」

が

増

加

傾

向

と

す

る

企

業

が

約

４

割

に

上

っ

た

。

特

に

�

代

の

不

調

増

加

が

継

続

し

て

お

り

、

若

年

層

の

課

題

が

構

造

化

し

て

い

る

。

ま

た

、

施

策

の

効

果

に

つ

い

て

「

十

分

ま

た

は

ま

ず

ま

ず

効

果

が

出

て

い

る

」

と

の

回

答

は

３

割

台

に

と

ど

ま

り

、

「

効

果

が

出

て

い

な

い

」

「

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

」

を

合

わ

せ

る

と

約

７

割

に

達

す

る

。

　

こ

う

し

た

現

状

を

踏

ま

え

、

中

野

氏

は

対

個

人

の

対

応

だ

け

で

は

限

界

が

あ

る

と

強

調

。

個

人

業

務

の

増

加

や

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

機

会

の

減

少

、

人

材

育

成

の

余

裕

不

足

、

理

念

の

浸

透

不

足

な

ど

、

い

わ

ば

職

場

機

能

の

低

下

が

心

の

病

の

増

加

傾

向

と

関

連

し

て

い

る

可

能

性

を

示

し

た

。

　

単

に

声

か

け

の

回

数

を

増

や

せ

ば

よ

い

わ

け

で

は

な

く

、

場

合

に

よ

っ

て

は

監

視

や

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

と

受

け

取

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

と

い

う

。

重

要

な

の

は

、

安

心

し

て

挑

戦

で

き

る

環

境

を

ど

う

設

計

す

る

か

で

あ

り

、

同

僚

間

の

相

互

支

援

や

仕

事

の

意

味

・

見

通

し

の

共

有

は

孤

立

を

防

ぐ

保

護

要

因

と

な

る

と

述

べ

た

。

　

ま

た

同

本

部

は

１

月

、

組

織

・

職

場

・

個

人

の

各

層

を

統

合

的

に

評

価

す

る

新

た

な

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

指

標

を

公

表

。

不

調

者

数

の

減

少

と

い

っ

た

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

指

標

だ

け

で

な

く

、

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

や

関

係

性

、

達

成

感

と

い

っ

た

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

状

態

を

可

視

化

す

る

必

要

性

を

示

し

た

。

　

中

野

氏

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

と

は

特

別

な

制

度

を

追

加

す

る

こ

と

で

は

な

く

、

日

常

の

職

場

運

営

を

意

図

的

に

整

え

る

こ

と

に

あ

る

と

総

括

。

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

を

経

営

課

題

と

し

て

位

置

付

け

、

「

対

応

」

か

ら

「

状

態

づ

く

り

」

へ

と

軸

足

を

移

す

こ

と

が

、

持

続

的

な

生

産

性

向

上

と

人

材

定

着

に

つ

な

が

る

と

の

認

識

を

示

し

た

。

　

埼

玉

県

生

産

性

本

部

の

「

２

０

２

６

新

春

労

使

懇

談

会

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

が

２

月

�

日

、

さ

い

た

ま

市

の

ソ

ニ

ッ

ク

シ

テ

ィ

で

開

か

れ

た

（

＝

写

真

）

。

テ

ー

マ

は

「

中

小

企

業

で

も

で

き

る

ぞ

！

両

利

き

の

経

営

を

考

え

る

」

。

既

存

事

業

を

磨

き

続

け

な

が

ら

新

た

な

価

値

を

同

時

に

探

索

す

る

「

両

利

き

の

経

営

」

に

つ

い

て

、

従

業

員

の

自

発

性

を

軸

に

議

論

し

た

。

フ

ォ

レ

ス

ト

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン

社

長

　

小

澤

仁

氏

企

業

変

革

サ

ポ

ー

ト

代

表

　

石

川

昌

弘

氏

松

井

サ

ー

ビ

ス

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

代

表

　

松

井

拓

己

氏

　

冒

頭

、

埼

玉

県

産

業

労

働

部

・

関

根

昌

浩

課

長

の

祝

辞

が

代

読

さ

れ

、

人

口

減

少

や

超

少

子

高

齢

社

会

へ

の

対

応

を

見

据

え

た

中

長

期

政

策

の

重

要

性

を

強

調

。

Ｄ

Ｘ

推

進

や

リ

ス

キ

リ

ン

グ

支

援

な

ど

県

施

策

と

の

連

携

に

期

待

を

示

し

た

。

　

第

１

部

の

ゲ

ス

ト

講

演

で

は

、

フ

ォ

レ

ス

ト

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

長

野

県

伊

那

市

）

の

小

澤

仁

社

長

が

自

社

の

取

り

組

み

を

紹

介

し

た

。

公

共

工

事

主

体

か

ら

住

宅

事

業

へ

転

換

し

、

県

産

材

を

生

か

し

た

家

づ

く

り

で

市

場

を

切

り

拓

い

て

き

た

歩

み

を

説

明

。

顧

客

が

山

で

柱

材

を

選

ぶ

「

選

木

ツ

ア

ー

」

や

、

家

族

で

塗

り

壁

に

参

加

す

る

仕

組

み

な

ど

、

共

創

の

過

程

そ

の

も

の

を

価

値

に

変

え

る

実

践

を

挙

げ

た

。

住

宅

事

業

を

深

化

さ

せ

な

が

ら

、

顧

客

と

の

共

創

と

い

う

新

た

な

価

値

創

出

を

探

索

す

る

取

り

組

み

が

、

両

利

き

経

営

の

具

体

例

と

し

て

示

さ

れ

た

。

　

営

業

で

は

初

回

接

点

で

「

あ

え

て

提

案

し

な

い

」

と

強

調

。

顧

客

自

身

が

理

想

の

暮

ら

し

を

描

く

探

索

を

重

視

し

、

最

終

段

階

で

最

小

限

の

設

計

提

案

へ

と

接

続

す

る

手

法

を

紹

介

し

た

。

探

索

と

深

化

を

往

復

す

る

こ

と

で

独

自

性

を

築

い

て

き

た

と

述

べ

た

。

　

第

２

部

の

自

由

討

論

に

は

、

小

澤

氏

に

加

え

、

企

業

変

革

サ

ポ

ー

ト

代

表

・

石

川

昌

弘

氏

、

モ

デ

レ

ー

タ

ー

を

務

め

た

松

井

サ

ー

ビ

ス

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

代

表

・

松

井

拓

己

氏

が

参

加

。

石

川

氏

は

、

顧

客

価

値

を

起

点

に

将

来

像

か

ら

逆

算

す

る

戦

略

の

考

え

方

な

ど

を

示

し

、

中

小

企

業

で

も

実

践

可

能

な

革

新

経

営

の

枠

組

み

を

提

示

し

た

。

　

討

論

で

は

、

小

澤

氏

が

Ｇ

Ｉ

Ｂ

と

呼

ぶ

社

内

の

革

新

対

話

制

度

の

運

用

を

紹

介

。

毎

月

の

対

話

と

四

半

期

ご

と

の

目

標

設

定

を

通

じ

て

挑

戦

を

促

し

、

勤

務

時

間

の

一

部

を

新

た

な

取

り

組

み

に

充

て

る

仕

組

み

や

、

失

敗

を

許

容

す

る

企

業

風

土

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

　

「

な

ぜ

他

社

に

ま

ね

で

き

な

い

の

か

」

を

巡

っ

て

は

、

顧

客

満

足

を

起

点

に

従

業

員

満

足

を

高

め

る

循

環

や

、

小

さ

な

成

功

体

験

の

積

み

重

ね

が

企

業

文

化

を

変

え

る

と

の

認

識

で

一

致

。

両

利

き

の

経

営

は

理

論

に

と

ど

ま

ら

ず

、

現

場

の

日

常

的

な

対

話

と

挑

戦

の

積

み

重

ね

に

よ

っ

て

形

づ

く

ら

れ

る

こ

と

を

確

認

し

、

両

利

き

経

営

は

日

常

の

対

話

を

通

じ

て

文

化

と

し

て

育

つ

こ

と

を

改

め

て

示

し

た

。

経営／トピックス
生 産 性 新 聞（５） ２０２６年（令和８年）３月１５日（日曜日）

【第三種郵便物認可】

本紙面の著作権は公益財団法人日本生産性本部に帰属します。権利侵害となるようなご利用はお断り致します。



　

日

本

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

第

１

０

１

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

２

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

採

用

力

を

高

め

る

た

め

の

人

事

部

長

の

役

割

」

を

テ

ー

マ

に

人

材

研

究

所

代

表

取

締

役

社

長

の

曽

和

利

光

氏

が

講

演

し

た

。

　

リ

ク

ル

ー

ト

、

ラ

イ

フ

ネ

ッ

ト

生

命

、

オ

ー

プ

ン

ハ

ウ

ス

な

ど

多

様

な

企

業

で

人

事

を

歴

任

し

、

２

万

人

以

上

の

面

接

経

験

を

持

つ

曽

和

氏

は

、

自

社

の

「

採

用

力

」

を

下

げ

て

い

る

採

用

行

動

と

し

て

、

「

厳

選

し

た

人

だ

け

と

会

う

」

「

志

望

度

を

重

視

す

る

」

「

意

見

ば

か

り

を

聞

く

」

「

感

じ

良

く

振

舞

お

う

と

す

る

」

「

現

場

主

義

で

あ

る

」

「

候

補

者

の

意

志

を

重

視

す

る

」

の

六

つ

を

挙

げ

、

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

　

「

厳

選

し

た

人

だ

け

と

会

う

」

に

関

し

て

は

、

面

接

は

適

切

な

訓

練

を

ほ

ど

こ

さ

な

け

れ

ば

精

度

の

低

い

選

考

方

法

で

あ

る

こ

と

や

、

絞

り

込

む

な

ら

適

性

検

査

か

Ｒ

Ｊ

Ｐ

（

Ｒ

ｅ

ａ

ｌ

ｉ

ｓ

ｔ

ｉ

ｃ

Ｊ

ｏ

ｂ

Ｐ

ｒ

ｅ

ｖ

ｉ

ｅ

ｗ

）

が

お

勧

め

で

あ

る

こ

と

、

「

志

望

度

を

重

視

す

る

」

に

関

し

て

は

、

初

期

選

考

の

時

期

に

は

候

補

者

は

「

志

望

」

な

ど

し

て

い

な

い

こ

と

や

、

志

望

度

の

低

い

層

を

排

除

し

な

い

選

考

プ

ロ

セ

ス

設

計

（

選

考

受

験

の

条

件

を

説

明

会

参

加

と

し

て

い

な

い

か

、

目

的

な

く

エ

ン

ト

リ

ー

シ

ー

ト

を

導

入

し

て

い

な

い

か

、

選

考

ス

ピ

ー

ド

が

遅

く

な

っ

て

い

な

い

か

等

）

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

　

「

意

見

ば

か

り

を

聞

く

」

に

関

し

て

は

、

�

代

前

半

で

明

確

な

キ

ャ

リ

ア

軸

が

あ

る

人

は

少

な

く

、

「

主

観

」

よ

り

も

「

事

実

」

を

聞

く

べ

き

で

あ

る

こ

と

や

「

や

り

た

い

か

」

で

は

な

く

「

で

き

そ

う

か

」

を

測

る

こ

と

、

「

感

じ

良

く

振

舞

お

う

と

す

る

」

に

関

し

て

は

、

あ

る

程

度

し

つ

こ

く

質

問

を

し

な

い

と

評

価

に

必

要

な

情

報

が

十

分

に

得

ら

れ

な

い

こ

と

や

候

補

者

が

ぼ

か

し

て

も

し

つ

こ

く

具

体

化

し

て

い

く

こ

と

（

そ

れ

を

感

じ

よ

く

行

う

）

を

指

摘

し

た

。

　

「

現

場

主

義

で

あ

る

」

に

関

し

て

は

、

現

場

の

人

は

自

分

の

見

え

て

い

る

範

囲

で

の

最

適

な

回

答

を

行

う

こ

と

も

あ

る

が

、

そ

れ

が

全

体

最

適

で

な

い

場

合

も

多

い

こ

と

、

「

候

補

者

の

意

志

を

重

視

す

る

」

に

関

し

て

は

、

採

用

担

当

者

は

「

口

説

く

」

こ

と

が

重

要

で

あ

り

、

採

用

担

当

者

自

身

が

自

己

開

示

を

す

る

こ

と

が

鍵

を

握

る

こ

と

も

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

　

第

１

０

１

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

は

、

「

採

用

か

ら

育

成

ま

で

を

つ

な

ぐ

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

～

人

と

組

織

の

関

係

を

再

設

計

す

る

」

を

統

一

テ

ー

マ

に

７

月

ま

で

開

催

す

る

。

対

象

は

、

人

事

・

労

務

、

総

務

、

人

材

、

経

営

企

画

等

の

エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

。

問

い

合

わ

せ

は

、

同

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

３

１

ま

で

。

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

３

月

３

日

、

関

西

生

産

性

本

部

の

「

健

康

経

営

＆

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

研

究

会

」

と

と

も

に

、

「

〝

男

性

更

年

期

〟

を

考

え

る

～

生

産

性

向

上

と

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

観

点

か

ら

」

を

テ

ー

マ

と

す

る

定

例

セ

ミ

ナ

ー

を

東

京

と

大

阪

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

　

冒

頭

、

本

間

友

貴

・

日

本

生

産

性

本

部

Ｉ

Ｃ

Ｔ

・

ヘ

ル

ス

ケ

ア

推

進

部

主

任

研

究

員

は

、

「

男

性

更

年

期

障

害

は

、

女

性

の

更

年

期

障

害

と

比

べ

る

と

わ

か

り

づ

ら

い

面

が

あ

る

が

、

放

置

す

る

と

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

上

で

も

組

織

の

成

長

の

上

で

も

マ

イ

ナ

ス

に

な

る

こ

と

は

確

か

だ

。

本

セ

ミ

ナ

ー

で

は

、

男

性

更

年

期

に

つ

い

て

の

理

解

促

進

と

と

も

に

、

職

域

で

取

り

組

む

意

義

や

方

法

論

に

つ

い

て

検

討

し

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。

　

次

い

で

、

本

田

技

研

工

業

に

お

け

る

男

性

更

年

期

対

策

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

、

同

社

の

コ

ー

ポ

レ

ー

ト

管

理

本

部

人

事

統

括

部

人

事

部

安

全

健

康

推

進

室

主

幹

の

岡

山

力

氏

と

総

務

部

虎

ノ

門

総

務

課

安

全

衛

生

グ

ル

ー

プ

保

健

師

の

園

田

有

紀

氏

か

ら

事

例

紹

介

が

あ

っ

た

。

　

同

社

で

は

、

心

と

身

体

の

健

康

に

影

響

を

及

ぼ

す

更

年

期

障

害

を

課

題

と

位

置

付

け

て

取

り

組

み

を

強

化

し

て

い

る

。

岡

山

氏

は

、

同

社

の

健

康

経

営

は

「

心

身

と

も

に

健

康

で

安

全

に

力

い

っ

ぱ

い

働

け

る

企

業

の

実

現

」

を

目

的

に

し

て

い

る

と

説

明

し

た

。

　

園

田

氏

は

、

同

社

の

取

り

組

み

と

し

て

、

男

性

更

年

期

障

害

を

テ

ー

マ

に

し

た

社

内

報

の

発

行

や

、

更

年

期

症

状

に

関

す

る

セ

ル

フ

チ

ェ

ッ

ク

な

ど

が

で

き

る

社

内

ポ

ー

タ

ル

サ

イ

ト

の

開

設

、

順

天

堂

大

学

大

学

院

の

堀

江

重

郎

教

授

を

招

い

て

の

「

性

差

に

関

わ

ら

な

い

更

年

期

障

害

」

に

つ

い

て

の

座

談

会

の

実

施

、

堀

江

氏

に

よ

る

産

業

保

健

職

向

け

セ

ミ

ナ

ー

の

実

施

（

男

性

更

年

期

障

害

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

、

支

援

者

と

し

て

押

さ

え

て

お

く

べ

き

ポ

イ

ン

ト

）

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

園

田

氏

は

、

「

個

人

の

症

状

や

生

活

習

慣

の

見

直

し

に

関

す

る

声

は

聞

か

れ

る

よ

う

に

な

り

、

男

性

更

年

期

の

認

知

度

は

上

が

っ

た

が

、

職

場

環

境

の

改

善

や

組

織

風

土

を

良

く

し

て

い

こ

う

と

い

う

意

識

・

行

動

面

で

は

道

半

ば

だ

」

と

述

べ

た

。

岡

山

氏

は

今

後

の

課

題

と

し

て

、

実

施

施

策

と

指

標

へ

の

寄

与

度

の

紐

づ

け

（

エ

ビ

デ

ン

ス

化

）

を

挙

げ

た

。

　

「

男

性

に

更

年

期

の

基

礎

知

識

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

千

葉

大

学

大

学

院

医

学

研

究

院

泌

尿

器

科

助

教

（

み

ら

い

メ

デ

ィ

カ

ル

ク

リ

ニ

ッ

ク

メ

ン

ズ

ヘ

ル

ス

外

来

）

の

田

村

貴

明

氏

は

、

「

男

性

更

年

期

障

害

」

と

は

加

齢

男

性

・

性

腺

機

能

低

下

症

と

も

呼

ば

れ

、

中

高

年

男

性

に

お

い

て

、

加

齢

や

過

度

な

ス

ト

レ

ス

に

な

ど

に

よ

っ

て

、

多

様

な

男

性

ホ

ル

モ

ン

欠

乏

性

症

状

が

生

じ

る

現

象

を

指

し

、

動

悸

、

顔

の

ほ

て

り

、

発

汗

、

頭

痛

、

め

ま

い

、

耳

鳴

り

、

不

眠

、

疲

労

感

、

く

よ

く

よ

す

る

、

不

安

感

、

集

中

力

や

記

憶

力

の

低

下

、

性

的

欲

求

の

減

退

な

ど

の

症

状

が

表

れ

る

と

説

明

。

�

歳

代

以

降

い

つ

で

も

起

こ

り

う

る

こ

と

や

ス

ト

レ

ス

が

最

大

の

要

因

で

あ

り

、

糖

尿

病

や

が

ん

な

ど

の

病

気

、

抗

が

ん

剤

や

抗

う

つ

剤

で

も

低

下

す

る

こ

と

を

強

調

し

た

。

　

ま

た

、

男

性

ホ

ル

モ

ン

の

代

表

選

手

で

あ

え

る

テ

ス

ト

ス

テ

ロ

ン

は

、

筋

力

、

集

中

力

、

判

断

力

、

記

憶

力

、

恐

怖

・

不

安

な

ど

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

感

情

を

打

ち

消

す

力

、

社

会

性

や

協

調

性

、

共

創

力

を

持

っ

て

い

る

こ

と

や

、

テ

ス

ト

ス

テ

ロ

ン

を

高

め

る

食

事

は

脂

肪

分

の

少

な

い

赤

身

肉

、

長

ネ

ギ

、

玉

ネ

ギ

、

ニ

ン

ニ

ク

、

自

然

薯

・

長

芋

、

牡

蠣

、

豚

レ

バ

ー

、

ナ

ッ

ツ

類

、

き

の

こ

類

、

青

魚

な

ど

で

あ

る

こ

と

を

紹

介

。

朝

、

太

陽

の

光

を

浴

び

る

こ

と

が

テ

ス

ト

ス

テ

ロ

ン

を

高

め

る

睡

眠

に

つ

な

が

る

こ

と

、

筋

ト

レ

や

軽

い

ジ

ョ

ギ

ン

グ

な

ど

の

運

動

が

有

効

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

指

摘

し

た

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

第

�

期

「

経

済

情

勢

懇

話

会

」

の

２

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

、

「

２

０

２

５

年

大

阪

・

関

西

万

博

を

振

り

返

っ

て

」

を

テ

ー

マ

に

公

益

社

団

法

人

２

０

２

５

年

日

本

国

際

博

覧

会

協

会

事

務

総

長

の

石

毛

博

行

氏

が

講

演

し

た

。

　

「

い

の

ち

輝

く

未

来

社

会

の

デ

ザ

イ

ン

」

を

テ

ー

マ

と

し

た

２

０

２

５

年

大

阪

・

関

西

万

博

は

、

昨

年

４

月

か

ら

�

月

ま

で

の

１

８

４

日

間

、

１

５

８

の

国

・

地

域

、

七

つ

の

国

際

機

関

が

大

阪

・

夢

洲

に

一

堂

に

会

し

、

国

内

外

か

ら

大

き

な

注

目

を

集

め

た

。

　

石

毛

氏

は

、

「

万

博

は

時

代

を

映

す

鏡

だ

。

�

世

紀

は

モ

ノ

を

見

せ

る

万

博

、

�

世

紀

は

科

学

万

能

か

ら

人

間

性

の

探

求

へ

、

�

世

紀

は

人

類

共

通

の

課

題

解

決

と

、

万

博

は

時

代

と

と

も

に

変

化

し

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

ま

た

、

成

功

の

た

め

の

必

要

条

件

と

し

て

、

①

大

き

な

事

故

を

起

こ

さ

な

い

こ

と

②

収

支

上

で

赤

字

に

な

ら

な

い

こ

と

③

で

き

る

だ

け

多

く

の

方

に

来

て

い

た

だ

く

こ

と

の

三

つ

の

条

件

を

掲

げ

て

い

た

が

、

総

入

場

者

数

は

２

９

０

２

万

人

で

、

収

支

は

３

２

０

億

～

３

７

０

億

円

の

黒

字

見

通

し

と

な

り

、

大

き

な

事

故

も

な

か

っ

た

と

総

括

し

た

。

　

さ

ら

に

、

万

博

が

成

功

し

た

要

因

に

は

、

「

圧

倒

的

な

コ

ン

テ

ン

ツ

」

「

人

的

交

流

」

「

毎

日

改

善

」

の

三

つ

を

挙

げ

た

。

　

「

圧

倒

的

な

コ

ン

テ

ン

ツ

」

で

は

大

屋

根

リ

ン

グ

や

特

徴

の

あ

る

各

国

の

パ

ビ

リ

オ

ン

・

展

示

、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

デ

ー

の

充

実

な

ど

、

「

人

的

交

流

」

で

は

来

場

者

と

ス

タ

ッ

フ

の

交

流

、

万

博

外

交

、

イ

ベ

ン

ト

交

流

、

ビ

ジ

ネ

ス

交

流

、

「

毎

日

改

善

」

で

は

来

場

予

約

シ

ス

テ

ム

の

導

入

、

デ

ジ

タ

ル

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

、

暑

熱

対

策

、

ユ

ス

リ

カ

と

レ

ジ

オ

ネ

ラ

属

菌

対

策

、

ナ

イ

ト

Ｅ

Ｘ

Ｐ

Ｏ

と

西

側

活

性

化

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

石

毛

氏

は

最

後

に

「

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

時

代

に

リ

ア

ル

万

博

の

意

義

を

再

確

認

で

き

た

。

万

博

人

材

も

育

っ

た

。

厳

し

く

困

難

な

時

代

に

万

博

を

実

行

実

現

で

き

た

」

と

強

調

し

た

。
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神

奈

川

県

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

生

産

性

「

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

」

朝

食

会

に

エ

ヌ

ビ

デ

ィ

ア

合

同

会

社

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

本

部

長

の

堀

内

朗

氏

を

招

き

、

横

浜

市

内

で

講

演

会

を

開

催

し

た

。

テ

ー

マ

は

「

Ａ

Ｉ

の

未

来

を

切

り

開

く

エ

ヌ

ビ

デ

ィ

ア

の

挑

戦

」

。

近

年

の

急

成

長

で

「

Ａ

Ｉ

革

命

の

リ

ー

ダ

ー

」

と

注

目

さ

れ

る

同

社

に

つ

い

て

、

Ｇ

Ｐ

Ｕ

（

画

像

処

理

装

置

）

か

ら

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

、

ク

ラ

ウ

ド

、

ロ

ボ

ッ

ト

ま

で

幅

広

い

事

業

展

開

が

語

ら

れ

た

。

■

「

絵

を

描

く

計

算

」

が

原

点

　

堀

内

氏

は

、

Ｉ

Ｔ

の

半

世

紀

を

振

り

返

り

な

が

ら

「

コ

ン

ピ

ュ

ー

テ

ィ

ン

グ

は

従

来

型

か

ら

Ａ

Ｉ

中

心

へ

決

定

的

に

移

っ

た

」

と

強

調

す

る

。

象

徴

と

し

て

紹

介

さ

れ

た

の

が

、

米

シ

リ

コ

ン

バ

レ

ー

に

建

つ

宇

宙

船

の

よ

う

な

本

社

ビ

ル

だ

。

外

観

は

大

胆

だ

が

内

部

は

質

素

で

、

人

に

優

し

い

空

調

や

音

響

な

ど

を

自

社

Ｇ

Ｐ

Ｕ

で

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

し

て

設

計

し

た

と

い

う

。

「

派

手

に

見

え

て

中

身

は

実

用

主

義

。

こ

れ

も

エ

ヌ

ビ

デ

ィ

ア

ら

し

さ

で

す

」

と

述

べ

た

。

　

同

社

の

原

点

は

ゲ

ー

ム

用

の

グ

ラ

フ

ィ

ッ

ク

ス

を

描

く

た

め

の

Ｇ

Ｐ

Ｕ

開

発

だ

が

、

主

軸

は

Ａ

Ｉ

へ

移

っ

た

。

転

機

と

し

て

挙

げ

た

の

が

２

０

１

２

年

、

ト

ロ

ン

ト

大

学

の

研

究

チ

ー

ム

が

Ｇ

Ｐ

Ｕ

を

用

い

、

画

像

認

識

で

突

出

し

た

成

果

を

示

し

た

出

来

事

だ

。

「

絵

を

描

く

計

算

と

Ａ

Ｉ

の

行

列

計

算

は

相

性

が

い

い

。

そ

こ

か

ら

加

速

し

た

」

。

い

ま

や

生

成

Ａ

Ｉ

が

一

般

に

広

が

り

、

２

０

２

２

年

末

の

チ

ャ

ッ

ト

Ｇ

Ｐ

Ｔ

登

場

で

一

気

に

「

民

主

化

」

が

進

ん

だ

と

振

り

返

る

。

■

次

の

焦

点

は

「

フ

ィ

ジ

カ

ル

Ａ

Ｉ

」

　

さ

ら

に

２

０

２

５

年

は

「

Ａ

Ｉ

が

『

代

理

人

』

に

な

る

段

階

が

進

ん

だ

年

」

だ

と

位

置

付

け

、

次

の

焦

点

を

「

フ

ィ

ジ

カ

ル

Ａ

Ｉ

」

と

し

た

。

こ

れ

は

、

物

理

的

な

身

体

を

持

つ

Ａ

Ｉ

を

指

す

。

自

動

運

転

や

ロ

ボ

ッ

ト

が

自

律

的

に

動

く

に

は

、

①

デ

ー

タ

を

学

ぶ

（

学

習

）

、

②

デ

ジ

タ

ル

ツ

イ

ン

上

で

練

習

す

る

（

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

）

、

③

実

機

に

載

せ

て

動

か

す

（

運

用

）

の

３

要

素

が

欠

か

せ

な

い

と

い

う

。

「

い

き

な

り

現

実

世

界

で

試

せ

な

い

。

だ

か

ら

仮

想

空

間

で

徹

底

的

に

訓

練

す

る

」

。

製

造

業

が

多

い

日

本

に

と

っ

て

、

こ

の

仕

組

み

は

人

手

不

足

を

補

い

、

現

場

の

最

適

化

に

も

直

結

す

る

と

し

た

。

　

供

給

面

で

は

、

Ｇ

Ｐ

Ｕ

な

ど

半

導

体

の

調

達

に

時

間

が

か

か

る

現

実

を

指

摘

。

国

内

で

も

国

産

ク

ラ

ウ

ド

育

成

の

動

き

が

加

速

し

、

地

方

で

の

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

構

想

も

進

む

と

い

う

。

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

の

役

割

も

「

デ

ー

タ

の

倉

庫

」

か

ら

「

Ａ

Ｉ

が

価

値

を

生

み

出

す

工

場

（

Ａ

Ｉ

フ

ァ

ク

ト

リ

ー

）

」

へ

変

わ

っ

た

と

表

現

し

た

。

　

技

術

の

話

は

ハ

ー

ド

ウ

エ

ア

に

と

ど

ま

ら

な

い

。

エ

ヌ

ビ

デ

ィ

ア

は

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

を

無

償

提

供

し

、

開

発

者

が

使

い

や

す

い

環

境

を

整

え

る

こ

と

で

、

結

果

的

に

Ｇ

Ｐ

Ｕ

活

用

を

広

げ

る

戦

略

を

取

る

。

「

ハ

ー

ド

だ

け

で

は

意

味

が

な

い

。

間

を

つ

な

ぐ

ソ

フ

ト

が

重

要

」

と

堀

内

氏

。

Ｃ

Ｐ

Ｕ

（

中

央

処

理

装

置

）

や

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ま

で

含

め

た

最

適

な

組

み

合

わ

せ

を

自

社

で

そ

ろ

え

、

ボ

ト

ル

ネ

ッ

ク

を

解

消

す

る

方

向

に

踏

み

込

ん

で

い

る

点

も

語

ら

れ

た

。

■

失

敗

恐

れ

ず

、

周

囲

を

巻

き

込

む

　

後

半

は

企

業

文

化

だ

。

堀

内

氏

が

挙

げ

た

キ

ー

ワ

ー

ド

は

三

つ

。

「

知

的

誠

実

さ

」

「

ス

ピ

ー

ド

と

俊

敏

性

」

「

組

織

の

サ

イ

ロ

を

な

く

す

」

。

階

層

が

薄

く

、

Ｃ

Ｅ

Ｏ

直

下

の

部

下

が

多

い

フ

ラ

ッ

ト

な

組

織

ゆ

え

に

「

真

面

目

に

や

っ

て

い

な

い

と

す

ぐ

分

か

る

」

と

い

う

。

全

社

員

が

毎

週

、

自

分

の

最

重

要

事

項

を

共

有

す

る

運

用

も

紹

介

し

た

。

「

失

敗

し

て

も

い

い

か

ら

早

く

や

れ

。

た

だ

し

一

人

で

沈

む

な

。

巻

き

込

め

」

。

こ

の

「

速

さ

」

が

変

化

の

大

き

い

Ａ

Ｉ

時

代

で

の

競

争

力

に

な

る

と

い

う

。

　

講

演

の

締

め

く

く

り

は

日

本

と

の

縁

だ

。

創

業

初

期

、

同

社

は

大

き

な

失

敗

で

経

営

危

機

に

陥

っ

た

が

、

セ

ガ

の

支

援

が

再

起

の

時

間

を

与

え

た

と

い

う

。

「

日

本

は

創

業

当

初

か

ら

旅

路

を

共

に

歩

む

友

人

だ

っ

た

」

。

Ａ

Ｉ

の

波

が

「

現

場

」

へ

押

し

寄

せ

る

い

ま

、

日

本

が

遅

れ

て

い

る

と

い

う

見

方

に

対

し

、

「

今

年

こ

そ

逆

襲

の

チ

ャ

ン

ス

。

現

場

の

強

さ

を

Ａ

Ｉ

で

伸

ば

し

た

い

」

と

述

べ

、

日

本

企

業

へ

の

連

携

強

化

を

呼

び

か

け

た

。

千

葉

県

生

産

性

本

部

　

千

葉

県

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

千

葉

市

内

の

ホ

テ

ル

で

「

生

産

性

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

２

月

例

会

」

を

開

催

し

た

。

例

会

で

は

、

京

葉

銀

す

ぐ

る

行

地

域

共

創

部

上

席

参

事

役

の

古

屋

秀

氏

が

「

観

光

資

源

開

発

に

よ

る

地

方

創

生

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

。

香

取

市

佐

原

エ

リ

ア

に

お

け

る

歴

史

的

資

源

を

活

用

し

た

観

光

ま

ち

づ

く

り

に

よ

っ

て

、

遊

休

物

件

の

再

生

や

交

流

人

口

増

に

つ

な

げ

て

い

る

こ

と

を

強

調

し

た

。

「観光資源開発による地方創生」

をテーマに講演する京葉銀行地

域共創部上席参事役の古屋秀氏

■

「

地

域

の

ま

ち

づ

く

り

」

を

目

的

に

　

古

屋

氏

は

１

９

８

８

年

に

千

葉

相

互

銀

行

（

現

・

京

葉

銀

行

）

入

行

。

現

在

は

同

行

地

域

共

創

部

上

席

参

事

役

で

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ａ

　

Ｓ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｒ

Ａ

代

表

取

締

役

を

兼

務

し

て

い

る

。

　

京

葉

銀

行

グ

ル

ー

プ

が

目

指

す

姿

は

「

お

客

さ

ま

満

足

度

Ｎ

ｏ

�

１

の

ソ

ー

シ

ャ

ル

・

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

グ

ル

ー

プ

」

。

地

域

共

創

部

で

は

、

「

地

域

の

ま

ち

づ

く

り

」

を

目

的

に

、

「

企

業

誘

致

」

「

第

一

次

産

業

支

援

」

「

観

光

支

援

」

「

医

療

介

護

支

援

」

の

四

つ

の

柱

（

事

業

領

域

）

を

中

心

に

活

動

し

て

お

り

、

こ

の

う

ち

「

観

光

支

援

」

の

一

つ

と

し

て

取

り

組

ん

で

い

る

の

が

「

佐

原

で

の

地

方

創

生

（

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ａ

　

Ｓ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｒ

Ａ

の

取

り

組

み

）

」

だ

。

　

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ａ

　

Ｓ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｒ

Ａ

は

２

０

１

６

年

�

月

に

会

社

設

立

。

資

本

金

は

５

０

０

０

万

円

。

株

主

は

京

葉

銀

行

と

佐

原

信

用

金

庫

で

、

事

業

内

容

は

▽

歴

史

的

資

源

を

活

用

し

た

観

光

ま

ち

づ

く

り

（

伝

統

的

建

造

物

の

維

持

・

管

理

・

運

営

）

▽

地

域

情

報

の

発

信

▽

香

取

ブ

ラ

ン

ド

ア

ッ

プ

事

業

（

販

路

開

拓

、

六

次

産

業

化

推

進

）

▽

う

わ

が

し

上

川

岸

小

公

園

の

指

定

管

理

―

―

な

ど

だ

。

■

古

民

家

を

改

修

し

て

宿

泊

施

設

に

　

法

人

営

業

部

時

代

に

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ａ

　

Ｓ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｒ

Ａ

の

立

ち

上

げ

に

関

わ

っ

た

古

屋

氏

は

�

年

４

月

に

代

表

取

締

役

就

任

。

江

戸

時

代

に

利

根

川

水

運

の

集

積

地

と

し

て

栄

え

た

佐

原

に

は

歴

史

的

な

町

並

み

（

重

要

伝

統

的

建

造

物

群

保

存

地

区

）

や

大

祭

を

は

じ

め

優

れ

た

観

光

資

源

は

あ

る

も

の

の

、

半

日

型

観

光

で

滞

在

時

間

の

延

長

と

観

光

消

費

額

の

増

加

が

課

題

だ

っ

た

。

　

そ

こ

で

着

目

し

た

の

が

「

宿

泊

だ

っ

た

」

と

古

屋

氏

。

築

１

０

０

年

超

の

古

民

家

や

蔵

を

含

む

建

物

を

改

修

し

て

宿

泊

施

設

や

飲

食

店

な

ど

と

し

て

蘇

ら

せ

た

佐

原

商

家

町

ホ

テ

ル

Ｎ

Ｉ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ａ

が

２

０

１

８

年

３

月

に

オ

ー

プ

ン

。

こ

れ

ま

で

に

４

回

追

加

で

投

資

し

、

現

在

、

改

修

棟

数

は

�

棟

、

ホ

テ

ル

の

客

室

は

�

室

ま

で

増

え

た

。

　

古

屋

氏

は

「

建

物

は

利

活

用

す

る

こ

と

で

耐

用

年

数

も

伸

び

る

」

と

指

摘

。

オ

ー

ナ

ー

に

は

多

く

の

賃

料

は

支

払

い

で

き

な

い

が

、

修

繕

の

費

用

は

軽

減

さ

れ

、

「

オ

ー

ナ

ー

と

私

た

ち

は

ウ

ィ

ン

ウ

ィ

ン

の

関

係

」

と

事

業

の

ポ

イ

ン

ト

を

話

し

た

。

　

こ

れ

ま

で

に

遊

休

物

件

�

棟

（

主

に

重

要

伝

統

的

建

造

物

・

文

化

財

）

を

再

生

。

延

べ

宿

泊

者

数

は

５

万

１

８

８

１

人

（

オ

ー

プ

ン

か

ら

２

０

２

５

年

９

月

末

時

点

）

、

雇

用

創

出

数

は

�

人

に

の

ぼ

る

。

古

屋

氏

は

「

交

流

人

口

の

増

加

に

は

貢

献

し

て

い

る

」

と

し

つ

つ

、

「

今

後

は

定

住

人

口

の

増

加

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

て

い

き

た

い

」

と

語

っ

た

。
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経

営

ア

カ

デ

ミ

ー

「

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

コ

ー

ス

」

２

０

２

５

年

度

Ｄ

グ

ル

ー

プ

の

討

議

の

様

子

。

変

化

対

応

と

意

思

決

定

の

判

断

軸

を

議

論

し

た

。

ノムラアークス専務

取締役　土井勇樹氏

　

ＮＥＣソリューションイ

ノベーター　シニアディ

レクター　政岡凡方氏

日鉄ソリューションズ

ＩＴソーシング事業部長

長谷川達也氏

　

市

場

環

境

の

不

確

実

性

が

高

ま

る

「

Ｖ

Ｕ

Ｃ

Ａ

時

代

」

に

お

い

て

、

企

業

に

求

め

ら

れ

る

の

は

変

化

を

前

提

に

意

思

決

定

を

回

し

続

け

る

力

だ

。

経

営

ア

カ

デ

ミ

ー

「

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

コ

ー

ス

」

２

０

２

５

年

度

の

Ｄ

グ

ル

ー

プ

（

メ

ン

バ

ー

７

人

）

は

、

こ

の

テ

ー

マ

を

研

究

。

メ

ン

バ

ー

３

人

に

、

変

化

を

読

み

取

り

判

断

軸

を

磨

く

実

務

の

ヒ

ン

ト

を

聞

い

た

。

先頭に立つトップリーダー養成

　日本生産性本部・経営アカデミー「ト

ップマネジメント・コース」は、戦略思考

に基づくビジョンを語り、先頭に立って

実践できるトップリーダーを養成。１９６５

年から続く人気のコースである。

　経営学の第一人者による講義で理論を

整理し、経営者講話とケースで実践知へ

と接続。異業種幹部との討議によるグル

ープ研究で本質の概念化や意思決定力を

磨き、人的ネットワークを築く。

　７～�月に夜間を中心に

�回開催（合宿３回）。希

望者は海外調査も行う。対

象は取締役、執行役員、事

業部長、部長。詳細は二次

元コードから確認。

　Ｄグループ

の研究は、短

期間ながらテ

ーマ設定から

仮説、手法、

結論までのス

トーリーが統

合された成果であり、長寿企業

の変化対応力（レジリエンス）

の源泉を過去・現在・未来の視

点で多角的に捉えた点を高く評

価する。とりわけ、近年注目さ

れるダイナミック・ケイパビリ

ティ（環境変化に対応し変革す

る力。以下ＤＣ）に着目し、３

つの中核要素を９項目に細分化

した測定設計は巧みである。

　生成ＡＩで有報・統合報告書

・ＨＰ等の膨大な公開情報を収

集し、人手で確認しつつスコア

化、さらにロジスティック回帰

等で数量化し、業績との相関も

示した手堅さは、プロの仕事と

言える。測定困難とされてきた

ＤＣを「レジリエンススコア（Ｄ

Ｃ指数）」として提示した意義

は、実務と研究に大きいインパ

クトを与えるだろう。

　末尾の「守り」から「攻め」への

転換、レジリエンス文化の醸成

も時宜を得た提言である。本研

究は、経営アカデミーに集う企

業人がそれぞれの知見と経験の

切磋琢磨を下敷きに、生成ＡＩ

を武器として研究者に負けない

グループ研究を次々と生み出す

新時代の到来を予感させ、その

先駆を成す優れた研究である。

　

話

を

聞

い

た

の

は

、

日

鉄

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

ズ

Ｉ

Ｔ

ソ

ー

シ

ン

グ

事

業

部

長

の

長

谷

川

達

也

氏

、

Ｎ

Ｅ

Ｃ

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

イ

ノ

ベ

ー

タ

ー

・

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

サ

ー

ビ

ス

事

業

ラ

イ

ン

の

シ

ニ

ア

デ

ィ

レ

ク

タ

ー

の

政

岡

凡

方

氏

、

ノ

ム

ラ

ア

ー

ク

ス

専

務

取

締

役

の

土

井

勇

樹

氏

。

３

氏

が

示

し

た

の

は

、

変

化

局

面

で

何

を

見

て

、

何

を

決

め

、

ど

う

動

か

す

か

と

い

う

判

断

軸

だ

っ

た

。

■

変

化

対

応

と

投

資

　

変

化

へ

の

備

え

は

、

危

機

時

の

対

症

療

法

で

は

足

り

な

い

。

平

時

か

ら

「

変

化

を

感

知

し

、

戦

略

を

決

め

、

や

る

こ

と

を

絞

り

、

見

直

し

な

が

ら

回

す

」

循

環

を

経

営

の

基

本

動

作

と

し

て

持

て

る

か

が

、

変

化

対

応

力

を

左

右

す

る

と

い

う

。

政

岡

氏

は

「

意

思

決

定

を

速

く

す

る

の

で

は

な

く

、

速

く

回

る

仕

組

み

に

変

え

る

の

が

一

番

の

学

び

」

と

語

っ

た

。

　

研

究

で

中

心

に

据

え

た

の

は

、

外

部

環

境

の

変

化

を

捉

え

、

機

会

を

選

び

取

っ

て

決

め

、

組

織

と

資

源

配

分

を

組

み

替

え

続

け

る

力

だ

。

弱

い

企

業

ほ

ど

外

的

シ

ョ

ッ

ク

に

脆

い

と

の

認

識

で

一

致

し

た

。

投

資

判

断

も

論

点

に

な

っ

た

。

財

務

が

厳

し

い

局

面

ほ

ど

費

用

削

減

は

短

期

的

に

効

く

が

、

投

資

を

止

め

れ

ば

「

次

の

種

」

が

育

た

な

い

。

土

井

氏

は

「

厳

し

い

局

面

ほ

ど

投

資

を

止

め

な

い

発

想

を

自

社

の

判

断

に

当

て

は

め

た

い

」

と

述

べ

た

。

■

意

思

決

定

の

設

計

　

意

思

決

定

の

設

計

で

は

、

稟

議

の

段

階

が

多

い

な

ど

日

本

企

業

の

事

情

が

判

断

の

遅

れ

に

つ

な

が

り

や

す

い

一

方

、

ト

ッ

プ

の

即

断

に

頼

り

切

れ

ば

次

世

代

育

成

や

権

限

移

譲

が

進

ま

な

い

と

し

た

。

状

況

に

応

じ

て

統

制

と

委

任

を

使

い

分

け

、

ス

ピ

ー

ド

と

質

を

同

時

に

高

め

る

必

要

が

あ

る

。

社

長

任

期

の

短

さ

が

改

革

の

制

約

に

な

り

得

る

と

の

指

摘

も

共

有

し

た

。

研

究

プ

ロ

セ

ス

で

は

生

成

Ａ

Ｉ

も

活

用

し

た

。

骨

子

づ

く

り

や

要

約

・

統

合

、

評

価

観

点

の

た

た

き

台

に

も

有

効

だ

っ

た

が

、

数

値

は

出

典

の

食

い

違

い

や

誤

り

が

目

立

ち

、

再

現

性

に

課

題

が

残

っ

た

。

長

谷

川

氏

は

「

Ａ

Ｉ

は

整

理

に

有

効

だ

が

、

数

値

は

最

後

に

出

典

確

認

し

て

確

定

し

た

」

と

振

り

返

る

。

Ａ

Ｉ

は

発

想

支

援

に

限

定

し

、

最

終

判

断

は

人

が

責

任

を

持

つ

二

段

構

え

を

徹

底

し

た

。

一

方

、

破

綻

・

衰

退

企

業

は

公

開

デ

ー

タ

が

乏

し

く

、

原

因

と

結

果

の

断

定

や

時

系

列

の

変

化

に

は

踏

み

込

め

て

い

な

い

。

弱

点

領

域

が

年

を

追

っ

て

ど

う

低

下

し

、

存

続

性

と

ど

う

結

び

付

く

の

か

は

今

後

の

課

題

と

し

た

。

■

学

び

を

実

務

へ

　

学

び

は

知

識

に

と

ど

ま

ら

な

い

。

経

営

者

講

話

と

理

論

を

往

復

す

る

中

で

視

座

が

上

が

り

、

財

務

、

統

治

、

人

材

の

見

立

て

や

人

脈

づ

く

り

の

重

要

性

を

再

認

識

し

た

と

い

う

。

未

経

験

領

域

と

し

て

、

全

社

の

資

金

の

見

方

や

株

主

対

応

を

挙

げ

る

声

も

あ

り

、

買

収

・

統

合

な

ど

の

実

務

に

研

修

の

知

見

を

当

て

は

め

る

イ

メ

ー

ジ

が

具

体

化

し

た

。

異

業

種

幹

部

と

の

討

議

は

、

自

社

の

前

提

を

揺

さ

ぶ

る

場

に

も

な

っ

た

。

研

修

後

も

続

く

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

は

、

次

の

意

思

決

定

で

迷

っ

た

と

き

の

相

談

相

手

に

も

な

る

。

　

不

確

実

性

が

高

ま

り

、

３

～

５

年

先

を

見

通

す

こ

と

が

難

し

い

時

代

だ

か

ら

こ

そ

、

変

化

を

前

提

に

「

気

づ

く

↓

判

断

す

る

↓

変

え

る

」

の

循

環

を

回

し

続

け

る

こ

と

が

重

要

に

な

る

。

３

氏

の

言

葉

に

は

、

そ

の

習

慣

を

組

織

に

根

付

か

せ

よ

う

と

す

る

実

務

者

の

手

応

え

が

に

じ

ん

だ

。

　

今

後

は

、

社

内

デ

ー

タ

の

整

備

や

検

証

手

順

の

明

確

化

を

進

め

、

根

拠

と

な

る

数

値

や

計

算

方

法

を

示

し

た

上

で

Ａ

Ｉ

活

用

の

精

度

と

再

現

性

を

高

め

る

。

変

化

に

勝

つ

意

思

決

定

は

、

平

時

か

ら

判

断

軸

を

磨

き

続

け

ら

れ

る

か

に

か

か

っ

て

い

る

。
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